
横浜市―タイ王国バンコク都

タイでは2050年までにカーボンニュートラルを実現
することを目指しており、その中でも首都バンコク都が
果たす役割は非常に重要です。バンコク都は、「2050
年ネットゼロ」という長期的な目標を掲げ、気候変動
対策に取り組んでいます。この事業では、横浜市とバン
コク都の協力関係を基盤とし、政策面での支援に加え
て、民間企業との協力を活かした公民連携を強化し、
バンコク都の気候変動マスタープランの実施を推進し
ます。主な活動として、民間セクターとの連携を目的と
した公民連携プラットフォームの形成と運営、気候変
動マスタープランの実施を加速させるエネルギーアク
ションプランの実施、さらにJCMを活用した温室効果
ガス削減プロジェクトの形成に取り組んでいます。
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エネルギー｜交通｜廃棄物｜排水｜都市緑化｜適応
本事業では緩和セクターを中心に取り組む

在タイ日本大使館
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バンコク都気候変動
マスタープラン2021 2030

個別事業の早期実施
複数施設への水平展開
公共建物へのリース等導入
先進的な緩和技術の検証

エネルギーアクション
プランの策定

公民連携プラット
フォームの形成・活動

↓支援↓

自治体・企業間の
情報共有・マッチング

民間セクターとの
連携・協働

専門家派遣・知見に
基づくアドバイス

脱炭素ソリューションの
提供・検討

バンコク気候変動マスタープランに基づく
GHGネットゼロ排出の実現加速化プロジェクト
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